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(57) Abstract: Provided i s an attribute determination method, attribute deter
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画像 取得工程 gion detection step (S21) for detecting a head region in the image for attribute
determination, and an attribute determination step (S22) for determining at
tributes ：from the heaa image.

S21
(57) 要 約 ： 顔 が 正 面 付 近 を 向 い て い な い場 合 で も、 人 物 の 属 性

頭部領域 検 出工程 判 定 が 可 能 で あ り、 か つ 、検 出精 度 の 高 い属 性 判 定 方 法 、 属 性
判 定 装 置 、 プ ログ ラム 、 記 録 媒 体 お よび 属 性 判 定 シ ス テ ム を提

S22 供 す る 。 本 発 明 の 属 性 判 定 方 法 は 、 判 定 対 象 画 像 を取 得 す る
画像 取 得 工 程 （S 1 1 ) と、 前 記 判 定 対 象 画 像 か ら頭 部 領 域 を

属 性判 定工程 検 出す る頭 部 領 域 検 出 工 程 （S 2 1 ) と 、前 記 頭 部 の 画像 か ら
属 性 を判 定 す る属 性 判 定 工 程 （S 2 2 ) と を含 む こ と を特 徴 と

S 3 1 す る。

出力工程
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S 1 Image-acquisition step
S2 Head region detection step
S22 Attribute determination step
S3 Output step
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明 細 書

発 明の名称 ：

属性判定方法、属性判定装置、 プログラム、記録媒体 および属性判定 シス

テム

技術分野

[0001 ] 本発 明は、属性判定方法、属性判定装置 、 プログラム、記録媒体 および属

性判定 システムに関す る。

背景技術

[0002] 画像 か ら人物 を検 出 し、年齢や性別等の属性 を判定す るシステムは、テ レ

ビ会議やテ レビ電話等の各種の画像通信 、デー タベース検索、 ビル監視等の

セキ ュ リテ ィシステム、顏 による照合 システム等、多方面に亘 り利用 され て

いる。例 えば、人物の顔面中で特徴 的な部分である、 目、眉、鼻孔、 口な ど

の顏部分でのパ ター ン認識 をす る ことで、 この画像 に人物の顔面が写 ってい

ると判定 して、画像 中の人物 を検 出 し、 さらに属性 を判定す るとい う方法が

ある （例 えば、特許文献 1 参照）。顔の一部 を検 出す る方法 は、まず、人物

の頭部 を検 出 して、次 に顏部分 を抽 出す るとい う手順で行われ る。

先行技術文献

特許文献

[0003] 特許文献 1 ：特開平 1 0 — 3 0 7 9 2 3 号公報

発 明の概要

発 明が解決 しょ うとす る課題

[0004] しか しなが ら、顏 を用 いた属性の判定方法では、顔の特徴 的な部分の一部

分が隠れ ていると検 出および属性の判定が困難であ り、正面に近 い向きの顏

で しか検 出および属性の判定ができないとい う問題が ある。 したが って、 こ

の よ うな方法 を適用す る場合 には、正面向きの顔が撮影 しゃす い場所にカメ

ラを設置す る必要が あるが、一般的に、 この よ うな場所にカメラを設置す る



ことは困難である場合が多い。

[0005] そこで、本発明は、顔が正面付近を向いていない場合でも、人物の属性判

定が可能であり、かつ、検出精度の高い属性判定方法、属性判定装置、プロ

グラム、記録媒体および属性判定システムを提供することを目的とする。

課題を解決するための手段

[0006] 前記目的を達成するために、本発明の属性判定方法は、

判定対象画像を取得する画像取得工程と、

前記判定対象画像から頭部領域を検出する頭部領域検出工程と、

前記頭部の画像から属性を判定する属性判定工程と

を含むことを特徴とする。

[0007] また、本発明の属性判定装置は、

判定対象画像を取得する画像取得手段と、

前記判定対象画像から頭部領域を検出する頭部領域検出手段と、

前記頭部の画像から属性を判定する属性判定手段と

を含むことを特徴とする。

[0008] 本発明のプログラムは、前記本発明の属性判定方法をコンピュータに実行

させることを特徴とする。

[0009] 本発明の記録媒体は、前記本発明のプログラムを記録 していることを特徴

とする。

[001 0] 本発明の属性判定システムは、

判定対象画像を取得する画像取得手段と、

前記判定対象画像から頭部領域を検出する頭部領域検出手段と、

前記頭部の画像から属性を判定する属性判定手段と、

予め取得 した頭部検出モデルおよび頭部判定ルールの少なくとも一方と、

前記頭部の画像から属性を判定するための属性判定モデルおよび属性判定ル

ールの少なくとも一方と、

属性判定結果を出力する出力手段と

を含み、



前記画像取得手段 および前記出力手段が、システム外の通信 回線網 を介 して

、前記頭部領域検 出手段、前記属性判定手段、前記頭部検 出モデル および前

記頭部判定ルールの少な くとも一方、な らびに、前記属性判定モデル および

前記属性判定ルールの少な くとも一方 と接続 され ている ことを特徴 とす る。

発 明の効果

[001 ] 本発 明によれ ば、顔が正面付近 を向いていない場合で も、人物の属性判定

が可能であ り、かつ、検 出精度の高 い属性判定方法、属性判定装置 、 プログ

ラム、記録媒体 および属性判定 システム を提供できる。

図面の簡単な説明

[001 2] [ 図 1A] 図 1 A は、本発 明の属性判定方法の一例 （実施形態 1 ) を示す フロー

チヤ一 トである。

[図 1B] 図 1 B は、本発 明の属性判定装置の一例 （実施形態 1 ) の構成 を示す

プロック図である。

[図 1G] 図 1 C は、前記実施形態 1 の属性判定装置 におけるその他の例 を示す

プロック図である。

[図2] 図 2 ( a ) 〜 （d ) は、本発 明において、学習画像 中に頭部領域 （正例

) を付与す る、一例 を説明す る図である。

[図3] 図 3 ( a ) お よび （b ) は、本発 明における頭部領域検 出工程の一例 を

説明す る図である。

[図4糾 図 4 八は、本発 明の属性判定方法のその他の例 （実施形態 2 ) を示す

フローチヤ一 トである。

[図4B] 図 4 B は、本発 明の属性判定装置のその他の例 （実施形態 2 ) の構成

を示す プロック図である。

[図5パ] 図 5 八は、本発 明の属性判定方法の さらにその他の例 （実施形態 3 )

を示す フローチヤ一 トである。

[図5B] 図 5 B は、本発 明の属性判定装置の さらにその他の例 （実施形態 3 )

の構成 を示す プロック図である。

[図6] 図 6 ( a ) お よび （b ) は、本発 明において、頭部領域 に角度の教師デ



ー タを付与す る、一例 を説 明す る図で ある。

[図 7] 図 7 は、本発 明の属 性判 定装置 を用 いた属 性判 定 シス テムの一例 （実施

形態 5 ) の構 成 を示す ブ ロック図で ある。

発明を実施するための形態

[001 3 ] つ ぎに、本発 明の実施 形態 につ いて説 明す る。な お、本発 明 は、下記 の実

施 形態 に よ ってなん ら限定 お よび制 限 され な い。な お、以下の 図 1 か ら図 7

にお いて、 同一部分 には、 同一符号 を付 して いる。

[001 4] [ 実施 形態 1 ]

図 1 A に、本実施 形態 にお ける属 性判 定方法 の フ ロー チ ャー トを示す 。 ま

た 、図 1 B に、本実施 形態 にお ける属 性判 定装置 の ブ ロック図 を示す 。図 1

B に示す よ うに、本実施 形態 の属 性判 定装置 は、画像 取得手段 1 1 1 、演算

手段 1 2 0 、出 力手段 1 3 1 お よびデー タ記憶 手段 1 4 0 を主要 な構 成要素

と して含 む 。画像 取得手段 1 1 1 は、演算手段 1 2 0 に電気 的 に接続 され て

いる。演算手段 1 2 0 は、出 力手段 1 3 とデー タ記憶 手段 1 4 0 とに電気

的 に接続 され て いる。演算手段 1 2 0 は、頭部領域検 出手段 1 2 お よび属

性判 定手段 1 2 2 を含 む 。デー タ記憶 手段 1 4 0 には、予め取得 した頭部検

出モデル 1 4 お よび属 性判 定 モデル 1 4 2 が格 納 され て いる。頭部領域検

出手段 1 2 は、頭部検 出モデル 1 4 に接続 され て いる。属 性判 定手段 1

2 2 は、属 性判 定 モデル 1 4 2 に接続 され て いる。

[001 5 ] 画像 取得手段 1 1 1 と して は、例 えば、 C C D ( C h a r g e C o u p

I e d D e v ι c e ) カ メ フ 、 し M S ( C o m p I e m e n t a r y

M e t a l O x i d e S e m i c o n d u c t o r ) カ メラ、ィ メ一 ン

スキ ャナ等 が あげ られ る。演算手段 1 2 0 と して は、例 えば、 中央処 理装置

( C P U ) 等 が あげ られ る。出 力手段 1 3 と して は、例 えば、映像 に よ り

出 力す るモニ タ一 （例 えば、液 晶デ ィス プ レイ （L C D ) 、 ブラウ ン管 （C

R T ) デ ィス プ レイ等 の各種 画像 表 示装置 等 ） 、 印刷 に よ り出 力す る プ リン

ター 、音声 に よ り出 力す るス ピー カ一等 が あげ られ る。出 力手段 1 3 1 は、

任意 の構 成要素 で あ り、本発 明の属 性判 定装置 に含 まれ て いな くて もよいが



、含 まれ て いる ことが好 ま しい。デー タ記憶手段 1 4 0 と しては、例 えば、

ランダムアクセス メモ リ （R A M ) 、読み 出 し専用 メモ リ （R O M ) 、ハ一

ドデ ィス ク （H D ) 、光 デ ィス ク、 フ ロッ ピ一 （登録商標 ）デ ィス ク （F D

) 等 が あげ られ る。デー タ記憶手段 1 4 0 は、例 えば、装置 内蔵 型で あ って

もよい し、外部記憶装置 の よ うな外付 け型で あ って もよい。前記画像取得手

段 、前記演算手段 、前記 出力手段 および前記 デー タ記憶手段 につ いては、後

述の実施 形態 において も同様 で ある。

[001 6 ] 本発 明において、属性 は、特 に限定 されず 、例 えば、性別 、年齢 、人種 、

頭部の角度 、髪の毛の長 さ、帽子の有無、髪の毛の色 、ヘアス タイル 、顔の

向き、表情 、眼鏡 やサ ングラスの有無、マス クの有無、髭の有無等が あげ ら

れ る。

[001 7] 本 実施 形態の属性判定方法 は、例 えば、図 1 B の属性判定装置 を用 いて、

つ ぎの よ うに して実施す る。

[001 8 ] まず 、前記属性判定方法の実施 に先立 ち、機械学習 （パ ター ン認識）の技

術 を用 いて学習 を行 う。具体 的には、まず 、学習用画像 の頭部領域 を正例 と

し、非頭部領域 を負例 と して、機械学習 （パ ター ン認識）で学習す る ことで

頭部検 出モデル 1 4 を作成す る。具体 的には、例 えば、図 2 ( a ) 、 （b

) 、 ( c ) お よび （d ) に示す よ うに、まず 、学習用画像 1 0 a (正 面 向き

の男性）、 1 O b (正面 向きの女性）、 1 O c (横 向 きの男性） および 1 0

d (後 ろ向きの女性）の頭部 に、 ラベ リング 1 1 a 、 1 1 b 、 1 1 c お よび

d を付す ことで、前記頭部領域 を付与す る。前記頭部領域 の教 師デー タ

は、例 えば、キーボー ド、マ ウス等の従 来公知の入 力手段 を用 いて、人が入

力す る ことで付与 され る。検 出精度 を考慮す る と、前記学習用画像 の数 は多

いほ ど好 ま しく、多数用意 した学習用画像 か ら、頭部検 出モデル を作成す る

ことが好 ま しい。

[001 9 ] つ ぎに、前記頭部領域 に属性判定用教 師デー タを付与 し、前記属性判定用

教 師デー タが付与 され た頭部領域 を多数用 いて、機械学習 （パ ター ン認識）

によ り、属性判定モデル 1 4 2 を作成す る。本実施 形態の属性判定方法 にお



いて、前記属性判定用教師データとしては、例えば、性別、年齢等の教師デ

ータがあげられる。具体的には、例えば、図 2 ( a ) に示す学習用画像の前

記頭部領域には、 「性別 ：男性」の属性判定用教師データを付与する。また

、例えば、図 2 ( b ) に示す学習用画像の前記頭部領域には、 「性別 ：女性

」の属性判定用教師データを付与する。さらに、例えば、図 2 ( a ) に示す

学習用画像には 「年齢 ：3 0 歳」、図 2 ( b ) に示す学習用画像には 「年齢

：2 0 歳」等の年齢の属性判定用教師データを付与する。また、属性判定に

向きの項 目を用いる場合、例えば、 1 度単位での向きデータ （例えば、左向

き 6 0 ° ) 、 8 方向に準 じた向きデータ （例えば、 0 ° 、 4 5 ° 、 9 0 °

• · ) 等の前記頭部の向きの属性判定用教師データを付与することもできる

。属性の判定を、機械学習により学習で行 う場合には、年齢のように連続 し

た値を推定する方法 （回帰 （R e g r e s s i o n ) ) と、男性 女性のよ

うにカテゴリを推定する方法 （識別 （C l a s s i f i c a t i o n ) ) の

両方を使用できる。前記性別および前記年齢等の属性判定用教師データは、

例えば、キーボー ド、マウス等の従来公知の入力手段を用いて、人が入力す

ることで付与される。また、学習を用いずに、人間がルールを決めて属性を

決めるという方法 （属性判定ルール）で行 うこともできる。

[0020] つぎに、図 1 A のフローチャー トに示すように、以下のステップを実施す

る。まず、画像取得手段 1 1 1 により、判定対象画像を取得する （ステップ

S )

[0021 ] つぎに、頭部領域検出手段 1 2 により、頭部領域の教師データが付与さ

れた学習用画像を多数用いて学習することで予め作成 した頭部検出モデル 1

4 1 を参照 して、前記判定対象画像か ら頭部領域データを検出する （ステツ

プ S 2 1 ) 。具体的には、例えば、図 3 ( a ) に示すように、検出 したい頭

部領域のサイズを指定 し、予め作成 した頭部検出モデル 1 4 を参照 して、

判定対象画像 2 0 の左上端か ら水平方向に、画像パ ッチを順に下の行に向か

つて移動させて探索する、いわゆるラスタスキヤンで頭部領域を探索する。

これ と共に、例えば、図 3 ( b ) に示すように、判定対象画像 2 0 の取得サ



ィズも変更 して頭部領域を探索することで、前記頭部領域のデータを検出す

る。このように して、前記頭部領域のデータを検出すれば、頭部領域の位置

あわせ （ァライメ ン ト）も同時に行 うことができて好ま しい。なお、頭部の

検出は、 この例には限定されず、例 えば、前記判定対象画像中の円形の物体

を、頭部領域 として検出 し、検出された頭部領域を位置合わせ （ァライメ ン

ト） して行 ってもよい。前記アラインメン トは、例 えば、前記演算手段に含

まれるァライメ ン ト手段 （図示せず）によ り行 ってもよい。

[0022] つぎに、属性判定手段 1 2 2 によ り、属性判定用教師データが付与 された

頭部領域を多数用いて学習することで予め作成 した属性判定モデル 1 4 2 を

参照 して、前記頭部の画像か ら属性を判定する （ステップS 2 2 ) 。判定項

目としては、例 えば、性別、年齢、人種、頭部の角度、髪の毛の長 さ、帽子

の有無、髪の毛の色、ヘアスタイル、顔の向き、表情、眼鏡やサングラスの

有無、マスクの有無、髭の有無等があげられる。判定項 目が性別である場合

は、例 えば、性別度 （例 えば、 0 〜 1 ) に基づいて判定できる。前記性別度

は、頭部領域データを基に算出できる。具体的には、例 えば、前記性別度が

「0 〜 0 . 5 未満」であれば、 「女性」と判定 し、前記性別度が 「0 . 5 〜

1 」であれば、 「男性」と判定する、という基準を設定 しておき、算出され

た性別度の値か ら性別を判定する。なお、性別度か ら性別を判定する基準は

、この例に限定されず、例 えば、前記性別度が 「0 〜 0 . 3 」であれば、 「

女性」と判定 し、前記性別度が 「0 . 7 〜 1 」であれば、 「男性」と判定 し

、前記性別度が 「0 . 3 よ り大きく0 . 7 未満」であれば、 「判定不能」と

する、という基準等であってもよい。前記年齢等についても、例 えば、所定

の基準を設定 して、前記頭部領域データを基に算出された値か ら年齢等を判

定する。

[0023] つぎに、出力手段 1 3 によ り、属性の判定結果を出力する （ステップS

3 1 ) 。判定項 目は、前述のとお りである。なお、出力工程 S 3 1 は、任意

の工程であ り、本発明の属性判定方法に含まれていな くてもよいが、含まれ

ていることが好ま しい。



[0024] 前述のように、本実施形態の属性判定方法では、頭部そのものか ら属性を

判定するため、顔が正面付近を向いていない場合でも、人物の検出や属性判

定が可能である。また、本実施形態の属性判定方法では、前述のとお り、頭

部そのものか ら属性を判定するため、例えば、顔が見えていない場合であつ

ても、属性を判定できる。この結果、例えば、画像取得手段 （例えば、監視

カメラ等）の設置場所の選択の幅を広げることができ、例えば、既存の監視

カメラ等の利用も可能である。また、属性の判定に顏ではな く頭部そのもの

を用いているため、正面に近い画像でなければ属性の判定が困難である顔の

場合とは異な り、例えば、後方か ら撮影 した画像等、あらゆる方向か ら撮影

した画像 （フレーム）か ら属性の判定が可能である。このため、例えば、多

くのフ レーム を撮影 しな くともよくなる。また、あらゆる方向か ら撮影 した

画像を属性の判定に用いることができるため、例えば、得 られる情報の種類

が豊富であり、総合的に、より高精度に属性の判定が可能である。これ らの

効果については、後述の実施形態においても同様である。

[0025] なお、本実施形態の属性判定方法における前記頭部領域検出工程 （図 1 A

の S 2 1 ) では、前記頭部検出モデルを参照 して、前記判定対象画像か ら頭

部領域を検出 しているが、本発明は、この例に限定されない。前記頭部領域

の検出は、例えば、頭部判定ルールを参照 して行ってもよい。前記頭部判定

ルールとしては、例えば、 「判定対象画像中の円形の物体は頭部領域である

」等のルールがあげられる。また、例えば、前記頭部領域の検出は、前記頭

部検出モデルおよび前記頭部判定ルールの両方を参照 して行ってもよい。こ

の場合には、例えば、図 1 C に示すように、データ記憶手段 1 4 0 に、頭部

判定ルール 2 4 が格納され、頭部領域検出手段 1 2 が頭部判定ルール 2

4 に接続 されていてもよい。

[0026] また、本実施形態の属性判定方法における前記属性判定工程 （図 1 A の S

2 2 ) では、前記属性判定モデルを参照 して、前記頭部の画像か ら属性を判

定 しているが、本発明は、この例に限定されない。前記属性の判定は、例え

ば、属性判定ルールを参照 して行ってもよい。前記属性判定ルールとしては



、例えば、 「髪が長ければ女性であり、髪が短ければ男性である」等のルー

ルがあげられる。また、例えば、前記属性の判定は、前記属性判定モデルお

よび前記属性判定ルールの両方を参照して行ってもよい。この場合には、例

えば、図 1 Cに示すように、データ記憶手段 1 4 0 に、属性判定ルール 2 4

2 が格納され、属性判定手段 1 2 2 が属性判定ルール 2 4 2 に接続されてい

てもよい。

[0027] [実施形態 2 ]

図4 A に、本実施形態における属性判定方法のフローチャー トを示す。ま

た、図4 B に、本実施形態における属性判定装置のブロック図を示す。図4

B に示すように、本実施形態の属性判定装置は、演算手段 1 2 0 が、全体属

性判定手段 1 2 2 — 1 、部分検出手段 1 2 3 、部分属性判定手段 1 2 4 およ

び統合手段 1 2 5 を含み、データ記憶手段 1 4 0 には、全体属性判定モデル

4 2 - および部分属性判定モデル 1 4 4 が格納されている。全体属性判

定手段 1 2 2 _ 1 は、全体属性判定モデル 1 4 2 — 1 に接続されている。部

分属性判定手段 1 2 4 は、部分属性判定モデル 1 4 4 に接続されている。こ

れら以外の構成は、図 1 B に示す前記実施形態 1の属性判定装置と同様であ

る。

[0028] 本発明において、部分とは、頭部領域に含まれる部分であり、例えば、髪

の毛 （髪の領域、長さ等）、目、鼻、口、眉、耳、被 り物 （帽子、フー ド等

) 、眼鏡、サングラス、マスク等があげられる。前記目、前記眉、前記耳に

ついては、例えば、左右それぞれを別々の部分としてもよいし、左右両方合

わせて一つの部分としてもよい。

[0029] 本実施形態の属性判定方法は、例えば、図 4 B の属性判定装置を用いて、

つぎのようにして実施する。本実施形態の属性判定方法では、前記部分が髪

の毛である場合を例にとり、説明する。ただし、本発明の属性判定方法は、

この例に限定されない。

[0030] まず、前記属性判定方法の実施に先立ち、機械学習 （パターン認識）の技

術を用いて学習を行う。具体的には、まず、前記実施形態 1 と同様にして、



学習用画像 を機械学習 （パ ター ン認識）で学習す る ことで、頭部検 出モデル

4 を作成す る。つ ぎに、前記実施形態 1 における属性判定モデル 1 4 2

の作成 と同様 に して、全体属性判定モデル 1 4 2 _ 1 を作成す る。

[0031 ] 一方 、前記学習用画像の頭部領域か ら、髪の毛についての部分属性判定モ

デル Ί 4 4 を作成す る。具体 的には、例 えば、まず、図 2 ( a ) に示す学習

用画像の髪の毛の領域 を切 り抜 いた画像 には、 「性別 ：男性」の教師デー タ

を付与 し、図 2 ( b ) に示す学習用画像の髪の毛の領域 を切 り抜 いた画像 に

は、 「性別 ：女性」の教師デー タを付与す る。前記教師デー タは、例 えば、

キーボー ド、マウス等の従来公知の入 力手段 を用 いて、人が入 力す る ことで

作成 され る。つ ぎに、 これ らの前記教師デー タが付与 された髪の毛の領域 を

切 り抜 いた画像 を多数用 いて、前記髪の毛についての部分属性判定モデル 1

4 4 を作成す る。

[0032] つ ぎに、図 4 A の フローチャー トに示す よ うに、以下のステ ップを実施す

る。まず、画像取得手段 1 1 1 によ り、判定対象画像 を取得す る （ステ ップ

S )

[0033] つ ぎに、前記実施形態 1 と同様 に して、頭部領域検 出手段 1 2 によ り、

予め作成 した頭部検 出モデル 1 4 を参照 して、前記判定対象画像か ら頭部

領域 デー タを検 出す る （ステ ップ S 2 1 ) 。前記頭部領域 デー タを検 出 した

後 に、部分検 出手段 1 2 3 によ り、前記検 出 した頭部領域 デー タに含 まれ る

髪の毛の領域 を検 出す る （ステ ップ S 2 3 ) 。

[0034] つ ぎに、全体属性判定手段 1 2 2 _ 1 によ り、予め取得 した全体属性判定

モデル 1 4 2 _ 1 を参照 して、前記実施形態 1 における属性判定工程 S 2 2

と同様 に して、前記頭部の画像か ら属性 を判定す る （ステ ップ S 2 2 — 1 )

。判定項 目が性別である場合 は、例 えば、前記実施形態 1 と同様 に、性別度

(例 えば、 0 〜 1 ) に基 づいて判定できる。

[0035] 前 記頭部の画像か らの属性判定 と同時または逐次 に、部分属性判定手段 1

2 4 によ り、予め取得 した部分属性判定モデル 1 4 4 を参照 して、前記髪の

毛の領域 における属性 を判定す る （ステ ップ S 2 4 ) 。判定項 目が性別であ



る場合は、例 えば、当該部分 （髪の毛の領域）における性別度 （例 えば、 0

〜 1 ) に基づいて判定できる。

[0036] つぎに、統合手段 1 2 5 によ り、全体属性判定工程 S 2 2 - か ら得 られ

る判定結果と、部分属性判定工程 S 2 4 か ら得 られる判定結果とを統合する

(ステップS 2 5 ) 。統合工程 S 2 5 において、判定項 目 （判定結果）の統

合は、例 えば、下記式 （1 ) によ り行 うことができる。下記式 （1 ) におい

て、 「n 」は、判定対象画像 （フ レー ム）数を示す。

[0037] [数 1]

判定項目
における 属性度
信頼度

判定対象の
属性度 ( 1 )

判定項目
における

i = 信頼度

[0038] 前記判定項 目が性別である場合には、判定結果の統合は、例 えば、下記式

( 2 ) によ り行 うことができる。

[0039] [数2]

判定対象の
性別度

[0040] 前記式 （2 ) において、 「全体の性別度」とは、全体属性判定工程 S 2 2

_ 1 において算出された性別度である。 「部分の性別度」とは、部分属性判

定工程 S 2 4 において算出された性別度である。 「全体の性別における信頼

度」は、例 えば、 0 よ り大きく 1 以下で表す ことができ、全体属性判定工程

S 2 2 - において算出された性別度の信頼性の高低を示す。また、 「部分

の性別における信頼度」は、例 えば、 0 よ り大きく 1 以下で表す ことができ

、部分属性判定工程 S 2 4 において算出された性別度の信頼性の高低を示す

。全体の信頼度および部分の信頼度は、使用するモデルの性能に応 じて決定



して もよい。例 えば、全体の画像か ら性別 を判定す ると 7 0 % の精度である

力、 髪の毛を抽 出 した画像か ら性別 を判定す ると 8 0 % の精度が得 られ ると

い う場合 には、後者の信頼度 を高 くす る ことで、高精度での判定が可能 とな

る。

[0041 ] また、例 えば、判定対象画像全体が暗 い条件 では頭部領域全体が濃 く （暗

< ) な るため、女性であるにも関わ らず性別度が男性寄 りに算出 され るよ う

な場合が ある。 この よ うに、対象画像全体が暗 いとい う条件の場合、頭部領

域全体 での性別の判定の信頼性が低 いため、前記全体の性別 における信頼度

を低 く設定す る （0 に近 い数値）。あるいは、例 えば、判定対象の人物 と し

て、例 えば、黄色人種 （髪の毛が黒色の人種）等が多い地域 において、頭部

領域付近の背景が黒である条件 では、短髪であるにも拘 らず長髪であるよ う

に写 るため性別度が女性寄 りに算出 され るよ うな場合が ある。 この よ うに、

頭部領域付近の背景が黒であるとい う条件の場合、髪の長 さ （部分）による

性別の判定の信頼性が低 いため、前記信頼度 を低 く設定す る （0 に近 い数値

)

[0042] つ ぎに、出力手段 1 3 によ り、前記統合 された属性の判定結果 を出力す

る （ステ ップ S 3 1 ) 。前記性別の判定は、統合 によ り算出 された性別度の

値か ら、例 えば、前記実施形態 1 で示 した判定基準 に基づいて行 う。

[0043] 本実施形態の属性判定方法では、頭部領域全体か ら属性 を判定 し、 さらに

、前記頭部領域 における部分か ら属性 を判定 し、 これ らの判定結果 を統合 し

て属性 を判定す るため、例 えば、よ り高精度 に属性の判定が可能である。

[0044] な お、前記式 （2 ) は、 フ レームが 1 つである場合 に用 いる式であ り、 フ

レーム数が複数の場合 には、判定結果の統合 は、例 えば、下記式 （3 ) によ

り行 うことができる。 フ レーム数 を増やす ことで、例 えば、 さらに高精度 に

画像か らの属性の判定が可能である。下記式 （3 ) において、 「n 」は、 フ

レーム数 を示す。

[0045]



[数 3]

判定対象の

性別

[0046] また、本実施形態の属性判定方法 における前記部分属性判定工程 （図 4 A

の S 2 4 ) で は、前記部分属性判定モデル を参照 して、前記部分 における画

像か らの属性 を判定 しているが、本発 明は、 この例 に限定 され ない。前記部

分 における属性の判定は、例 えば、部分属性判定ルール を参照 して行 って も

よい。前記部分属性判定ルール と しては、例 えば、 「髪が長 けれ ば女性であ

り、髪が短 けれ ば男性である」等のルールが あげ られ る。前記部分属性判定

ルール は、次の よ うに して準備 できる。例 えば、図 2 ( a ) に示す学習用画

像の前記頭部領域 には、 「髪の長 さ ：短 い」の教師デー タを、また、図 2 (

b ) に示す学習用画像の前記頭部領域 には、 「髪の長 さ ：長 い」の教師デ一

タを付与 し、髪の長 さ推定モデル を作成 し、髪の長 さ推定モデル に基づき、

髪の長 さを推定 した後、髪の長 さか ら、例 えば、 「短 い ：男性」 「長 い ：女

性」 とい うよ うに、性別 を判定す るルール を作成できる。また、例 えば、前

記部分 における属性の判定は、前記部分属性判定モデル および前記部分属性

判定ルールの両方 を参照 して行 って もよい。 この場合 には、例 えば、前記デ

ー タ記憶手段 に、前記部分属性判定ルールが格納 され 、前記部分属性判定手

段が前記部分属性判定ルール に接続 され ていて もよい。

[0047] [ 実施 形態 3 ]

図 5 A に、本実施形態 における属性判定方法の フ ロー チ ャー トを示す。ま

た、図 5 B に、本実施形態 における属性判定装置の ブロック図を示す。図 5

B に示す よ うに、本実施形態の属性判定装置 は、演算手段 1 2 0 が、角度 に

基づかない属性判定手段 1 2 2 — 2 、角度判定手段 1 2 6 、角度 に基づ く属

性判定手段 1 2 7 および統合手段 1 2 8 を含み 、デー タ記憶手段 1 4 0 には



、角度に基づかない属性判定モデル 1 4 2 _ 2 、角度判定モデル 1 4 6 およ

び角度に基づく属性判定モデル 1 4 7 が格納されている。角度に基づかない

属性判定手段 1 2 2 _ 2 は、角度に基づかない属性判定モデル 1 4 2 _ 2 に

接続されている。角度判定手段 1 2 6 は、角度判定モデル 1 4 6 に接続され

ている。角度に基づく属性判定手段 1 2 7 は、角度に基づく属性判定モデル

4 7 に接続されている。これら以外の構成は、図 1 B に示す前記実施形態

の属性判定装置と同様である。

[0048] 本実施形態の属性判定方法は、例えば、図 5 B の属性判定装置を用いて、

つぎのようにして実施する。

[0049] まず、前記属性判定方法の実施に先立ち、機械学習 （パターン認識）の技

術を用いて学習を行う。具体的には、まず、前記実施形態 1 と同様にして、

学習用画像を機械学習 （パターン認識）で学習することで、頭部検出モデル

4 を作成する。つぎに、前記実施形態 1 における属性判定モデル 1 4 2

の作成と同様にして、頭部の角度と無関係に頭部画像から属性を判定する、

角度に基づかない属性判定モデル 1 4 2 —2 を作成する。

[0050] 一方、前記学習用画像の頭部領域から、その頭部領域の角度についての角

度判定モデル 1 4 6 を作成する。具体的には、例えば、図6 ( a ) に示すよ

うに、正面方向 （鼻の方向）を0 ° として反時計回りに角度が大きくなるよ

うに設定する場合、少し左を向いた人物を写した学習用画像の前記頭部領域

に、 「角度 ：1 0 ° 」の教師データを付与する。前記角度の教師データが付

与された頭部領域を多数用いて、角度判定モデル 1 4 6 を作成する。さらに

、前記角度の教師データが付与された頭部領域に、例えば、 「性別 ：男性」

等の教師データを付与する。したがって、例えば、前記頭部領域には、 「角

度 ：1 0 ° 、性別 ：男性」等の教師データが付与される。前記性別等の教師

データが付与された頭部画像を多数用いて、角度に基づく属性判定モデル 1

4 7 を作成する。前記角度および前記性別等の教師データは、例えば、キー

ボー ド、マウス等の従来公知の入力手段を用いて、人が入力することで作成

される。複数の角度の学習用画像の頭部領域について、それぞれ、角度判定



モデル および角度 に基づ く属性判定モデル を作成 してお くことが好ま しい。

前記角度 は、首 を上下に振 る方 向での角度で規定 して もよい し、首 を左右 に

振 る方 向での角度で規定 して もよい。

[0051 ] つ ぎに、図 5 A の フローチャー トに示す よ うに、以下のステ ップを実施す

る。まず、画像取得手段 1 1 1 によ り、判定対象画像 を取得す る （ステ ップ

S )

[0052] つ ぎに、前記実施形態 1 と同様 に して、頭部領域検 出手段 1 2 によ り、

予め作成 した頭部検 出モデル 1 4 を参照 して、前記判定対象画像か ら頭部

領域 デー タを検 出す る （ステ ップ S 2 1 ) 。

[0053] つ ぎに、頭部の角度 と無関係 に頭部画像か ら属性 を判定す る、角度 に基づ

かない属性判定手段 1 2 2 _ 2 によ り、予め取得 した角度 に基づかない属性

判定モデル 1 4 2 _ 2 を参照 して、前記実施形態 1 における属性判定工程 S

2 2 と同様 に して、前記頭部の画像か ら属性 を判定す る （ステ ップ S 2 2 -

2 ) 。判定項 目が性別である場合 は、前記実施形態 1 と同様 に、例 えば、性

別度 （例 えば、 0 〜 1 ) に基 づいて判定できる。

[0054] 前 記角度 と無関係の頭部画像か らの属性の判定 と同時または逐次 に、角度

判定手段 1 2 6 によ り、予め取得 した角度判定モデル 1 4 6 を参照 して、前

記検 出 した頭部領域 デー タか ら、予め規定 した特定の角度の頭部画像 を抽 出

す る （ステ ップ S 2 6 ) 。例 えば、頭部が正面向きに近 い画像のみ で判定 を

行 う場合 には、特定の角度領域 と して、 0 ° ± 1 0 ° 等 に規定すれ ばよい。

ついで、角度 に基づ く属性判定手段 1 2 7 によ り、予め取得 した角度 に基づ

く属性判定モデル 1 4 7 を参照 して、前記抽 出 された予め規定 した特定の角

度の頭部画像の属性 を判定す る （ステ ップ S 2 7 ) 。判定項 目が性別である

場合 は、例 えば、前記 と同様 に性別度 （例 えば、 0 〜 1 ) に基 づいて判定で

さる。

[0055] つ ぎに、統合手段 1 2 8 によ り、角度 に基づかない属性判定工程 S 2 2 -

2 か ら得 られ る判定結果 と、角度 に基づ く属性判定工程 S 2 7 か ら得 られ る

判定結果 とを統合す る （ステ ップ S 2 8 ) 。統合工程 S 2 8 において、判定



項 目 （判定結果）の統合は、例 えば、前記式 （1 ) によ り行 うことができる

。判定項 目が性別である場合には、判定結果の統合は、例 えば、下記式 （4

) によ り行 うことができる。

[0056] [数4]

判定対象の
性別度

[0057] 前記式 （4 ) において、 「全体の性別度」とは、角度に基づかない属性判

定工程 S 2 2 — 2 において算出された性別度である。 「全体の性別における

信頼度」は、例 えば、 0 よ り大きく 1 以下で表す ことができ、角度に基づか

ない属性判定工程 S 2 2 - 2 において算出された性別度の信頼性の高低を示

す。 「角度の性別度」とは、角度に基づ く属性判定工程 S 2 7 において算出

された性別度である。 「角度の性別における信頼度」は、例 えば、 0 よ り大

きく 1 以下で表す ことができ、角度に基づ く属性判定工程 S 2 7 において算

出された性別度の信頼性の高低を示す。全体の信頼度および角度の信頼度は

、使用するモデルの性能に応 じて決定 してもよい。例 えば、全体の画像か ら

性別を判定すると 7 0 % の精度であるが、特定の角度の画像か ら性別を判定

すると 8 0 % の精度が得 られるという場合には、後者の信頼度を高 くするこ

とで、高精度での判定をすることが可能 となる。

[0058] つぎに、出力手段 1 3 によ り、前記統合 された属性の判定結果を出力す

る （ステップS 3 1 ) 。前記性別の判定は、統合によ り算出された性別度の

値か ら、例 えば、前記実施形態 1 で示 した判定基準に基づいて行 う。

[0059] 本実施形態の属性判定方法では、頭部の角度 と無関係に頭部画像か ら属性

を判定 し、さらに、前記特定の角度における属性を判定 し、これ らの判定結

果を統合 して属性を判定するため、例 えば、よ り高精度に属性の判定が可能

である。



[0060] な お、前記式 （4 ) は、判定対象画像 （フ レーム）が 1 つである場合 に用

いる式であ り、 フ レーム数が複数の場合 には、判定結果の統合 は、例 えば、

下記式 （5 ) によ り行 うことができる。 フ レーム数 を増やす ことで、例 えば

、 さらに高精度 に画像か らの属性の判定が可能である。下記式 （5 ) におい

て、 「n 」 は、 フ レーム数 を示す。

[0061 ] [数 5]

判定対象の ―

[0062] また、本実施形態の属性判定方法 における前記角度 に基づ く属性判定工程

(図 5 A の S 2 7 ) で は、前記角度 に基づ く属性判定モデル を参照 して、前

記角度 における画像か らの属性 を判定 しているが、本発 明は、 この例 に限定

され ない。前記角度 における属性の判定は、例 えば、角度 に基づ く属性判定

ルール を参照 して行 って もよい。前記角度 に基づ く属性判定ルール と しては

、例 えば、 「側面か らの頭部領域 において、の ど仏が あれ ば男性であ り、無

けれ ば女性である」等のルールが あげ られ る。また、例 えば、前記角度 にお

ける属性の判定は、前記角度 に基づ く属性判定モデル および前記角度 に基づ

く属性判定ルールの両方 を参照 して行 って もよい。 この場合 には、例 えば、

前記デー タ記憶手段 に、前記角度 に基づ く属性判定ルールが格納 され 、前記

角度 に基づ く属性判定手段が前記角度 に基づ く属性判定ルール に接続 され て

いて もよい。

[0063] な お、本実施形態の属性判定方法では、前述の よ うに、前記頭部領域の角

度 を、角度の数値 （0 ° 〜 3 6 0 ° ) で表 して、角度の教師デー タを付与 し

て角度判定モデル を作成 し、角度判定工程 において前記頭部領域の角度 を判

定 している。 この よ うな角度の表示方法では、例 えば、正面方 向 （角度 ：0

° ) か ら見て、左に 1 ° 向いている （角度 ：1 ° ) 場合 と、右 に 1 ° 向いて



いる (角 度 : 3 5 9 ° ) 場合とでは、正面方向 （角度 ：0 ° ) に対する角度

差が 2 ° である （例えば、誤差範囲である）にも関わらず、大きな差 （角度

差 ：3 5 8 ° ) があるとの誤認識が生じる場合がある。

[0064] このような誤認識を回避するために、本発明の属性判定方法では、前記頭

部領域の角度を、 （X , y ) 座標で表すことが好ましい。具体的には、例え

ば、図 6 ( b ) に示すように、前記頭部領域の角度を、体軸方向である z 軸

に垂直であり、かつ、互いに垂直に交わる X 軸と y 軸を含む X y 平面におい

て、 X 軸とy軸との交点を中心とする半径 1 の円の円周上の座標で表わす。人

物の正面方向 （鼻の方向）の角度の数値を0 ° として、座標 a 1 ( 1 , 0 )

と表す場合、例えば、角度が 1 0 ° のときは、 （c o s 1 0 ° 、 s i n 1 0

° ) と表わすことができる。前記 8 方向に準じた向きは、例えば、 4 5 ° ：

a 2 ( / 2 , / 2 ) 、9 0 ° : a 3 ( 0 , 1 ) 、 1 3 5 ° : a 4 (

- 2 , / 2 ) 、 1 8 0 ° : a 5 ( - , 0 ) 、 2 2 5 ° : a 6 (

- 2 , - / 2 ) 、 2 7 0 ° : a 7 ( 0 , — 1 ) 、 3 1 5 ° : a 8

( 1 2 , - - のように表すことができる。また、前記角度を座

標で表すことにより、例えば、前記した角度の間の角度等の任意の角度も認

識できる。このようにして、前記頭部領域の角度を座標で表して、前記学習

用画像の頭部領域に角度の教師データを付与し、前記角度の教師データが付

与された頭部領域を多数用いて、前記角度判定モデルを作成する。この角度

判定モデルを参照して、前記角度判定工程において前記頭部領域の角度を判

定する。

[0065] 本発明の属性判定方法では、例えば、前記部分属性判定工程および前記角

度に基づく属性判定工程の両方を組み合わせて実施 してもよい。その場合、

例えば、前記部分属性判定工程から得られる判定結果および前記角度に基づ

く属性判定工程から得られる判定結果を統合して、属性を判定できる。また

、本実施形態の属性判定方法では、属性として性別の判定を行っているが、

例えば、属性として角度自体の判定を行うこともできる。

[0066] [実施形態 4 ]



本実施形態のプログラムは、前述の属性判定方法を、コンピュータ上で実

行可能なプログラムである。本実施形態のプログラムは、例えば、記録媒体

に記録されてもよい。前記記録媒体 としては、特に限定されず、例えば、ラ

ンダムアクセスメモ リ （R A M ) 、読み出 し専用メモ リ （R O M ) 、ハー ド

ディスク （H D ) 、光ディスク、フロッピ一 （登録商標）ディスク （F D )

等があげられる。

[0067] [実施形態 5 ]

図 7 に、本発明の属性判定装置を用いた属性判定システムの一例の構成を

示す。図 7 に示すとお り、この属性判定システムは、画像取得手段 1 1 1 a

、 1 1 1 b 、 1 1 1 c と、出力手段 1 3 1 a 、 1 3 1 b 、 1 3 1 c と、通信

インタ一フェイス 1 5 0 a 、 1 5 0 b 、 1 5 0 c と、サーバ 1 7 0 とを備え

る。画像取得手段 1 1 1 a および出力手段 1 3 1 a は、通信インタ一フェイ

ス 1 5 0 a に接続 されている。画像取得手段 1 1 1 a 、出力手段 1 3 1 a お

よび通信インタ一フェイス 1 5 0 a は、場所 X に設置 されている。画像取得

手段 1 1 1 b および出力手段 1 3 1 b は、通信インタ一フェイス 1 5 0 b に

接続 されている。画像取得手段 1 1 1 b 、出力手段 1 3 b および通信イン

ターフヱイス 1 5 O b は、場所 Y に設置 されている。画像取得手段 1 1 1 c

および出力手段 1 3 1 c は、通信インタ一フェイス 1 5 0 c に接続 されてい

る。画像取得手段 1 1 1 c 、出力手段 1 3 c および通信インタ一フヱイス

5 0 c は、場所 Z に設置 されている。そ して、通信インタ一フェイス 1 5

0 a 、 1 5 0 b 、 1 5 0 c と、サーバ 1 7 0 と力、 回線網 1 6 0 を介 して接

続 されている。

[0068] この属性判定システムでは、サーバ 1 7 0 側に、頭部領域検出手段および

属性判定手段を有 し、サーバ 1 7 0 に頭部検出モデルおよび属性判定モデル

が格納される。例えば、場所 X で画像取得手段 1 1 1 a を用いて取得された

判定対象画像を、サーバ 1 7 0 に送信 し、サーバ 1 7 0 側で、頭部領域を検

出 し、前記頭部の画像か ら属性を判定する。また、検出された頭部領域およ

び判定された属性のうち、少な くとも前記属性を、出力手段 1 3 a により



出力する。また、前記サーバには、例えば、前記頭部判定ルールおよび前記

属性判定ルールが格納されていてもよい。

[0069] 本実施形態の属性判定システムによれば、画像取得手段および出力手段を

現場に設置 し、サーバ等は他の場所に設置 して、オンラインによる頭部領域

の検出および属性の判定が可能である。そのため、例えば、装置の設置に場

所を取ることがなく、メンテナンスも容易である。また、例えば、各設置場

所が離れている場合であっても、一箇所での集中管理や遠隔操作が可能とな

る。本実施形態の属性判定システムは、前述の実施形態 2 の部分属性判定お

よび実施形態 3 の角度に基づく属性判定に対応 したものであってもよい。ま

た、本本実施形態の属性判定システムは、例えば、クラウ ドコンビュ一ティ

ングに対応 したものであってもよい。

[0070] 以上、実施形態を参照 して本願発明を説明 したが、本願発明は、上記実施

形態に限定されるものではない。本願発明の構成や詳細には、本願発明のス

コ一プ内で当業者が理解 しうる様々な変更をすることができる。

[0071 ] この出願は、 2 0 1 0 年 6 月 3 0 日に出願された日本出願特願 2 0 1 0 _

1 4 9 9 3 5 を基礎 とする優先権を主張 し、その開示の全てをここに取 り込

む。

産業上の利用可能性

[0072] 本発明によれば、顔が正面付近を向いていない場合でも、人物の属性判定

が可能であり、かつ、検出精度の高い属性判定方法、属性判定装置、プログ

ラム、記録媒体および属性判定システムを提供できる。その結果、例えば、

既存の監視カメラ等を利用 して人物の属性判定ができ、本発明は、幅広い用

途に適用できる。

符号の説明

[0073] 1 0 a 、 1 0 b 、 1 0 c 、 0 d 学習用画像

1 1 a 、 1 1 b 、 1 1 c 、 d ラベ リング

2 0 判定対象画像

1 1 1 、 1 1 1 a 、 1 1 1 b 、 c 画像取得手段



演算手段

頭部領域検出手段

属性判定手段

- 全体属性判定手段

- 2 角度に基づかない属性判定手段

部分検出手段

部分属性判定手段

、 1 2 8 統合手段

角度判定手段

角度に基づ く属性判定手段

、 1 3 1 a 、 1 3 1 b 、 3 c 出力手段

デー タ記憶手段

頭部検出モデル

属性判定モデル

- 全体属性判定モデル

- 2 角度に基づかない属性判定モデル

部分属性判定モデル

角度判定モデル

角度に基づ く属性判定モデル

a 、 1 5 0 b 、 5 0 c 通信インタ一 フェイス

回線網

サーバ

頭部判定ルール

属性判定ルール



請求の範囲

判定対象画像 を取得す る画像取得工程 と、

前記判定対象画像か ら頭部領域 を検出す る頭部領域検出工程 と、

前記頭部の画像か ら属性 を判定す る属性判定工程 と

を含む こ とを特徴 とす る属性判定方法。

さらに、

前記頭部領域検出工程 において検出 された頭部領域 を位置合わせす る

、ァライメ ン ト工程 を含む ことを特徴 とす る、請求項 1 記載の属性判

定方法。

前記頭部領域検出工程 において、予め取得 した頭部検出モデルおよび

頭部判定ルールの少な くとも一方 を参照 して、前記判定対象画像か ら

頭部領域 を検出 し、

前記属性判定工程 において、予め取得 した属性判定モデルおよび属性

判定ルールの少な くとも一方 を参照 して、前記頭部の画像か ら属性 を

判定す る こ とを特徴 とす る、

請求項 1 または 2 記載の属性判定方法。

前記属性判定工程が、前記頭部領域全体か ら属性 を判定す る全体属性

判定工程 と、

前記頭部領域 に含まれ る部分 を検出す る部分検出工程 と、

前記部分か ら属性 を判定す る部分属性判定工程 と、

前記全体属性判定工程 と前記部分属性判定工程 とか ら得 られ る判定結

果を統合す る統合工程 とを含む こ とを特徴 とす る、請求項 1 か ら 3 の

いずれか一項に記載の属性判定方法。

前記部分属性判定工程 において、予め取得 した部分属性判定モデルお

よび部分属性判定ルールの少な くとも一方 を参照 して、前記部分の属

性 を判定す る こ とを特徴 とす る、請求項 4 記載の属性判定方法。

前記属性判定工程が、前記頭部の角度 と無関係 に頭部画像か ら属性 を

判定す る、角度に基づかない属性判定工程 と、



前記頭部領域検出工程 において検出 された頭部領域の角度 を判定す る

角度判定工程 と、

予め規定 した特定の角度における画像か ら属性 を判定す る、角度に基

づ く属性判定工程 と、

前記角度に基づかない属性判定工程 と前記角度に基づ く属性判定工程

とか ら得 られ る判定結果を統合す る統合工程 とを含む こ とを特徴 とす

る、請求項 1 か ら 5 の いずれか一項に記載の属性判定方法。

[請求項 7] 前記角度に基づ く属性判定工程 において、予め取得 した角度に基づ く

属性判定モデルおよび角度に基づ く属性判定ルールの少な くとも一方

を参照 して、前記角度に基づ く属性 を判定す る こ とを特徴 とす る、請

求項 6 記載の属性判定方法。

[請求項 8] 前記角度判定工程 において、頭部領域の角度 を、体軸方向である z 軸

に垂直であ り、かつ、互 いに垂直に交わ る X 軸 と y 軸 を含む X y 平面

において、 X 軸 とy 軸 との交点を中心 とす る半径 1 の円の円周上の座

標で表わす こ とを特徴 とす る、請求項 6 または 7 記載の属性判定方法

[請求項9] 前記統合工程 において、判定項 目の統合 を下記式 （1 ) によって行 う

ことを特徴 とす る、請求項 4 か ら 8 の いずれか一項に記載の属性判定

方法。

[数 1]

[請求項 10] 判定対象画像 を取得す る画像取得手段 と、

前記判定対象画像か ら頭部領域 を検出す る頭部領域検出手段 と、

前記頭部の画像か ら属性 を判定す る属性判定手段 と

を含む こ とを特徴 とす る属性判定装置。



さらに、

前記頭部領域検出手段によ り検出 された頭部領域 を位置合わせす る、

ァライメ ン ト手段 を含む ことを特徴 とす る、請求項 1 0 記載の属性判

定装置。

さらに、予め取得 した頭部検出モデルおよび頭部判定ルールの少な く

とも一方、な らびに、予め取得 した属性判定モデルおよび属性判定ル

ールの少な くとも一方 を含み、

前記頭部領域検出手段が、前記頭部検出モデルおよび前記頭部判定ル

ールの少な くとも一方 を参照 して、前記判定対象画像か ら頭部領域 を

検出 し、

前記属性判定手段が、前記属性判定モデルおよび前記属性判定ルール

の少な くとも一方 を参照 して、前記頭部の画像か ら属性 を判定す るこ

とを特徴 とす る、

請求項 1 0 または 1 1 記載の属性判定装置。

前記属性判定手段が、前記頭部領域全体か ら属性 を判定す る全体属性

判定手段 と、

前記頭部領域 に含まれ る部分 を検出す る部分検出手段 と、

前記部分か ら属性 を判定す る部分属性判定手段 と、

前記全体属性判定手段 と前記部分属性判定手段 とによ り得 られ る判定

結果を統合す る統合手段 とを含む ことを特徴 とす る、

請求項 1 0 か ら 1 2 の いずれか一項に記載の属性判定装置。

さらに、予め取得 した部分属性判定モデルおよび部分属性判定ルール

の少な くとも一方 を含み、

前記部分属性判定手段が、前記部分属性判定モデルおよび前記部分属

性判定ルールの少な くとも一方 を参照 して、前記部分の属性 を判定す

ることを特徴 とす る、請求項 1 3 記載の属性判定装置。

前記属性判定手段が、前記頭部の角度 と無関係 に頭部画像か ら属性 を

判定す る、角度に基づかない属性判定手段 と、



前記頭部領域検出手段によ り検出 された頭部領域の角度 を判定す る角

度判定手段 と、

予め規定 した特定の角度における画像か ら属性 を判定す る、角度に基

づ く属性判定手段 と、

前記角度に基づかない属性判定手段 と前記角度に基づ く属性判定手段

とによ り得 られ る判定結果を統合す る統合手段 とを含む こ とを特徴 と

す る、請求項 1 0 か ら 1 4 の いずれか一項に記載の属性判定装置。

[請求項 16] さらに、予め取得 した角度に基づ く属性判定モデルおよび角度に基づ

く属性判定ルールの少な くとも一方 を含み、

前記角度に基づ く属性判定手段が、前記角度に基づ く属性判定モデル

および前記角度に基づ く属性判定ルールの少な くとも一方 を参照 して

、前記角度に基づ く属性 を判定す る こ とを特徴 とす る、請求項 1 5 記

載の属性判定装置。

[請求項 17] 前記角度判定手段が、頭部領域の角度 を、体軸方向である z 軸 に垂直

であ り、かつ、互 いに垂直に交わ る X 軸 と y 軸 を含む X y 平面におい

て、 X 軸 とy 軸 との交点を中心 とす る半径 1 の円の円周上の座標で表

わす ことを特徴 とす る、請求項 1 5 または 1 6 記載の属性判定装置。

[請求項 18] 前記統合手段が、判定項 目の統合 を下記式 （1 ) によって行 うことを

特徴 とす る、

請求項 1 3 か ら 1 7 の いずれか一項に記載の属性判定装置。

[請求項 19] 請求項 1 か ら 9 の いずれか一項に記載の属性判定方法 をコン ピュー タ

に実行 させ ることを特徴 とす る、プログラム。

[請求項 20] 請求項 1 9 記載の プログラムを記録 している こ とを特徴 とす る記録媒



体。

[請求項 2 1] 判定対象画像 を取得す る画像取得手段 と、

前記判定対象画像か ら頭部領域 を検出す る頭部領域検出手段 と、

前記頭部の画像か ら属性 を判定す る属性判定手段 と、

予め取得 した頭部検出モデルおよび頭部判定ルールの少な くとも一方

と、

前記頭部の画像か ら属性 を判定す るための属性判定モデルおよび属性

判定ルールの少な くとも一方 と、

属性判定結果を出力す る出力手段 と

を含み、

前記画像取得手段および前記出力手段が、システム外の通信回線網 を

介 して、前記頭部領域検出手段、前記属性判定手段、前記頭部検出モ

デルおよび前記頭部判定ルールの少な くとも一方、な らびに、前記属

性判定モデルおよび前記属性判定ルールの少な くとも一方 と接続 され

ていることを特徴 とす る属性判定システム。
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